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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  65/12     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年12月28日(2009.12.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の工程：
（１）少なくとも１種の二重金属シアニド化合物の存在下、少なくとも１種のアルキレン
オキサイドを少なくとも１種の開始剤化合物と反応させることによりポリエーテルオール
を形成する工程、及び
（２）工程（１）で得られたポリエーテルオールを、水蒸気、又は不活性ガスと水蒸気で
処理する工程、を少なくとも含む少なくとも１種のポリエーテルオールの製造方法であっ
て、
工程（２）の処理中のｐＨが１０未満且つ５．０以上であり、そして工程（２）が、工程
（１）の後１２時間以内に行われ、さらに工程（２）の処理中又は処理前に安定化剤を添
加することを特徴とする製造方法。
【請求項２】
　工程（２）の処理が水蒸気のみを使用して行われる請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　工程（２）の処理前に、ポリエーテルオールは、０．０１～０．５ｍｇＫＯＨ／ｇの酸
価を有する請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　処理がバッチ式で行われる請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。


	header
	written-amendment

